
     「弁明できる用意」 

      箇所：Ⅰペテロ 3章 13～16節 

 

一世紀のクリスチャン達を始め、全ての時代の信者が悪口などの迫害にどのよう

に対応するべきかを知る為にペテロは手紙を書き送りました。そして、3章 13～

16節でペテロは信者が迫害に立ち向かう準備をする為に次のようなアドバイスを

下さいました。 

1. 信者は何があってもキリストに従おうと決心するべきです。（13～15節） 

• 使徒の働き 5章 27～34、40～42節 

• ルカ 6章 46節 

 

2. 信者は自分の信仰を弁明できる用意をしておくべきです。（15～16節） 

• エペソ 6章 15 節 

• Ⅱテモテ 2章 24～26節 

 

3. 信者は反対者にそしる機会を与えないために正しい生き方をするべきです。

（16節） 

• Ⅰペテロ 2章 12、15節  

• テトス 2章 7～8節 

 


